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研究論文 
「エデュース（引き出し型）教育」の推進のための試論 





























OECD の PISA 調査などで日本の子どもの「学力低下」が叫ばれている。日本では、学力低下は
主として「知識低下」ととらえられ、授業時間の増加や、主要教科の充実などの論議が盛んである。
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しかし、これは大きな間違いと言わざるを得ない。 
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（図表１）＜エデュース教育モデル「教育手順と教育手段」＞ 





































興味 興味を持つ（Interest） ○ ○
理解 知識になる（Know） ○ ○ ○ ○ ○
納得 理解する（Understand） ○ ○ ○ ○ ○ ○






































せたり、視聴覚・ICT メディア、シートを活用することが欠かせない。   
３）「納得」：すべての手段が投入される。しかし主な手段は、教授方法では練習、演習、教育メディ
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授業は「開始、本番、終結」の 3 段階でとらえ、時間配分は全体を 100％として次のような比率
にしたい。 
＜授業の時間配分＞ 





授業で教える知識には、「意味的知識」、「手続き的知識」、「挿話的知識」の 3 つの種類がある。 
＜知識の３つの種類＞ 
①意味的知識  ： 学習内容の「中身」そのものの知識である。 
②手続き的知識 ： 学習の仕方など｢どうするか｣の知識である。 
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１）情報入力 ： 情報の入力が主体のメディア 
２）情報出力 ： もっぱら情報を出力するメディア 
３）情感刺激 ： 参加者の情感を刺激するメディア 近年はパソコンなどのように、情報入力、
情報出力を兼ね備えた両用メディアが増えている。また、BGM や BGV (Back 
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（2）教育メディアは「視聴覚・ICT 系」と「ボード・ペーパー系」とに分類される 
教育メディアは、「視聴覚・ICT 系」と「ボード・ペーパー系」とに分かれる。さらに、視聴覚・
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 (米ソコニー研究所データ 『人間の五感の印象度』) 





２） ICT メディアの積極的活用がエデュ－ス教育には欠かせない 
現在は視聴覚メディアといっても、パソコンなど ICT 系のメディアがその中核になっている。こ
れには、インターネットの活用やパソコンと接続している電子黒板などももちろん含まれる。現在



































①集約性 ： 説明したいことをすべてパワーポイントに集約できる。 
②演出性 ： 音や動画など、さまざまな視聴覚手段を活用できる。 
  ③再現性 ： 同じものを何度でも再現でき、ネット上にも掲載できる。 
④簡便性 ： 簡単に作成でき、プロジェクターさえあればどこでも写せる。 
活用あり 活用なし 差
数学 467 78.77 72.96 5.81 1%水準
社会 309 71.88 61.37 10.51 1%水準





Ⅰ．思考・表現 2.98 2.86 1%水準
Ⅱ．知識・理解 3.43 3.29 1%水準
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a. レジュメ ： 授業内容を記入し、多くの場合、授業の最初に配布するものである。工夫とし
ては、すべてを字で埋めずに間隔をあけ、記入欄を作るとよい。 
b. 集約シート ： 授業内容のポイントを記入し、授業の最後にまとめとして配布する。 
②情報シート 
 a. 事例シート ： 事例を紹介したもので、事例研究などで使用する。 
 b. 資料シート ： 新聞、雑誌、書籍の一部などをコピーした資料である。 
③演習シート 
 a. 演習課題シート ： 演習課題や、演習課題の情報を載せたシートである。 
 b. 演習手順シート ： 演習の進め方を記入したシートである。 
④その他のシート 
a. 試験シート ： 試験やミニテストなどのシートである。 
b. Q＆A シート ： 課題に関する Q＆A を載せたシートである。 
c. クイズシート ： クイズやパズルを載せたシートである。 















































　 　 　 　
と手段
③教育の手順 ⑤教育メソ ッ ド④教育メディ ア
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 生徒を納得させるためには、以下の 2 つの方法と 2 つの要素がある。 
２）生徒を納得させる２つの方法と２つの要素 
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①全体質問 ： ｢何か質問はありませんか｣ などと全員に問う。 
②順番質問 ： ｢では順番に答えていってください」 と順番に尋ねる。 
③指名質問 ： ｢○○さん、この答えは｣ などと、特定の生徒を指名する。 
日本人は自分から積極的に質問することが大変少ない。これは今までの日本の教育がなせる業だ
と思うが、大変深刻な問題といえる。エデュース教育では、講義でも練習や演習でも教師からの質
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○ ○ ○ ○


































































興味 興味を持つ（Interest） ○ ○ ○ ○ ○
理解 知識となる（Know） ○ ○
納得 理解する（Understand） ○ ○ ○ ○ ○




教授メソッド ICTメソッド 対人メソッド 相談メソッド
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い。教育機関全体の意識改革と、教師たちの真剣な取り組みとが待たれる。 








①積極的傾聴法  ： カウンセリング技法の中では、教育界で最も活用されている基本的な技法。 
②アサーション法 ： 自分の意見を、相手を尊重して表明する方法で、積極的傾聴法と対の技法。 
③教育コーチング ： ビジネスでの部下指導、学校でも生徒指導に幅広く活用されている技法。 

















②ブレインライティング法 ： 沈黙したまま集団で発想する技法。個人でも活用が可能。 
③ブロック法 ： 発想したものをまとめる技法で、KJ 法を素早く身近に使えるように改良した
技法。 
④ストーリー法 ： 発想したものを文章化したり、スケジュール化するのに簡便に使える技法。 
以上、「教育メソッド」の５つの種類と主要な個別技法を解説したが、エデュース教育実現のため、
「エデュース（引き出し型）教育」の推進のための試論 
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Research Paper 
A Theory of ’Educing’ Education： 
Developing Students’ Abilities to Adapt to Society 




This article discusses how to replace rote learning, which is the typical Japanese style of 
education, with educing education, which brings out students’ abilities, and how to promote the 
latter. 
The author defines the purpose of education as encouraging students to aim at 
self-actualization and enhancing their abilities to adapt to society. The author believes that 
educing education is necessary for the purpose to be achieved. The educing education concept is 
defined as “education which fosters students’ abilities to adapt to society by increasing their 
motivation to learn and helping them to understand and absorb what they learn.” 
The implementation of the educing education needs the following five actions:  
１．understanding the educational steps and means of the educing education, 
２．increasing motivation of students’ learning, 
３．assisting students in understanding their learning, 
４．supporting students in absorbing it, and 
５．enhancing their abilities of adapting to the society.  
Concretely speaking, these actions involve understanding of educational steps and means, 
utilization of educational media, implementation of two-way education, consideration of 
classroom arrangement, and application of educational methods.  
The promotion of educing education will demand a wide variety of research studies in 
various perspectives. This article is only the first step for the author in the study of educing 
education. Thus, it must be highlighted that the contents of this article need further 
development. The author believes, however, that the current article will add fresh dimensions 
to the field of educational studies. 
Key words: educing education, educational steps, educational means, motivation, 
understanding, absorbing, educational media, two-way education, classroom 
arrangement, educational methods. 
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